
Ⅲ．豊かな環境のもとに快適な生活ができる島根の国造り
・人と豊かな自然が共生している地域社会の実現
・環境への負荷の少ない資源循環型社会の実現
・便利な暮らしの実現
・快適な暮らしの実現
・歴史・文化を生かした豊かな暮らしの実現 （単位：千円）

分類 事　業　名 各 部 局 の 要 求 査　　　定　　　後 査 定 の 考 え 方 部 局 名
事業費 概　　　　　要 事業費 概　　　　　要

新規  県税電子申告システ 86,049 ○納税者の利便性向上を図るため、インターネ 80,537 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 総　務　部
 ム整備事業 　ットを利用した新たな県税申告手段を提供 　執行段階において、さらなる節減を図る ［税務課］

【業務内容】 　こと
　Ｈ１６　設計・開発
　Ｈ１７　総合試験
【稼働時期】
　Ｈ１７年８月予定

507,970 ○｢全県域WAN｣を活用し、職員の情報共有の推 501,359 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 地域振興部
　進、市町村の情報化の一層の推進、教育分野 ［情報政策課］
　におけるIT(情報通信技術)の重点的推進及び
　ネットワーク管理
【事業内容】
　①全県域WAN整備・運用
　②全庁ＬＡＮ運用管理業務
　・ウィルス対策等セキュリティ対策
　③総合行政ネットワーク整備・運用

34,171 ○電子自治体の構築・運用に当たり、情報安全 22,911 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 地域振興部
　対策を徹底して県が保有する情報資源を不正 ［情報政策課］
　行為や災害等の脅威から保護し県民の安心と
　信頼を確保。
【事業内容】
　①情報安全対策の実施
　・ｾｷｭﾘﾃｨ対策ｼｽﾃﾑ導入
　②情報化ﾘｰﾀﾞｰ研修の開催

229,406 ○県民等がインターネットを利用して、行政へ 180,906 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 地域振興部
　の申請、届出等の手続が可能となる電子申請 ［情報政策課］
　等受付システムを市町村と共同で開発・運用
　・運用開始：Ｈ１６年１０月(予定)
　・費用負担：県と市町村で折半
　・運用管理：民間事業者へアウトソーシング
○県民に情報リテラシーを習得してもらうため、
　市町村が開催するIT講習会に対し補助
　・補助率１/２

　※情報リテラシー：情報通信技術を利活用す
　　　　　　　　　　る力量

18,581 ○行政手続の電子化による｢なりすまし｣、「改 18,581 ○要求概要のとおり ○要求どおり 地域振興部
　ざん」等の新たな課題に対応するため、電子 ［情報政策課］
　署名（紙文書の場合の押印等）の真正性を証
　明する電子証明書（紙文書場合の印鑑証明等）
　を提供
【事業内容】
　①公的個人認証サービス提供事業

221,581 ○全国トップレベルにある本県の情報通信環境 215,350 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 地域振興部
　を活用して、日々の暮らしや産業活動の中で ［情報政策課］
　IT(情報通信技術)の恩恵を具体的に実感でき
　る｢島根らしいIT社会｣を実現するため、県民
　や企業のIT利活用を促進支援
【事業内容】
　①IT利活用促進総合補助金
　・ブロードバンドコンテンツ制作費
　・地域振興アプリケーション開発・導入費
　・その他のIT利活用促進を図るソフト施策
　②IT利活用気運醸成事業
　③県立高度情報化センターにおける県民の
　　情報リテラシー(ITを利活用する力量)向
　　上事業
　・IT講習
　・出前講座
　・しまねe-講習
　・地域ITリーダー実践サポート事業
　④県立高度情報化センターにおける企業の
　　IT活用支援事業
　・映像系研修

 一畑電車運行維持事 147,857 ○Ｈ１５欠損額をＨ１４と同様の暫定ルールに 147,857 ○要求概要のとおり ○Ｈ１６予算額は要求どおり 地域振興部
 業 　より補助 ○行政（県：市町＝５：２）で２億円欠損 ［交通対策課］

　・交付先：一畑電気鉄道（株） 　補助しているが、Ｈ１７からの補助対象
　・事業費：Ｈ１５補助額と同額を計上 　経費及び負担割合（１：１への変更）の

　見直し等を継続検討

 バス路線運行維持事 523,805 ○生活バス路線確保対策交付金事業 490,372 ○要求概要のとおり ○Ｈ１５最終見込みをベースにＨ１６車両 地域振興部
 業 　市町村が行う廃止代替バスの運行等に要する 　購入見込み等を加算 ［交通対策課］

　経費を助成 　※要求はＨ１４実績額をベースにした
　【助成対象】 　　もの
　　・運行費助成 ○市町村と県の役割を踏まえ、県が支援す
　　・車両購入費助成　等 　る対象路線について、一定の収支率等を
○バス運行対策費補助金事業 　基準とした整理を継続検討（Ｈ１７予算
　バス事業者が行う広域的・幹線的なバス路線 　から反映）
　に対し、国と協調して運行経費等を補助
　【補助対象】
　　・運行費補助
　　・車両購入費補助

 石見空港路線維持・ 63,000 ○石見－大阪路線の運行継続のため、地元協議 25,000 ○要求概要のとおり ○上期分を計上 地域振興部
 充実事業 　会が行う利用促進事業(格安旅行商品の造成) ○下期分については航空会社との交渉状況 ［交通対策課］

　に対し助成 　（小型機材化、複便化の導入）を踏まえ
　・負担割合：県2/3、地元1/3 　補正対応
　・交 付 先：石見空港利用拡大促進協議会

 芸術文化センター 7,484,510 ○美術館とホールが一体となった県西部の芸術 7,460,162 ○美術館とホールが一体となった県西部の芸術 ○事業費精査 環境生活部
 （仮称）整備事業 　文化の拠点施設整備 　文化の拠点施設整備 ○ヒ素対策で増こうした事業費の更なる縮 ［文化振興課］

　・建設場所　　益田市有明町 　・建設場所：益田市有明町 　減に努めるとともに、維持管理コストを
　・規　　模　　約１８，０００㎡　　　 　・規　　模：約１８，０００㎡　　　 　最小限にする方策を検討

　・開館予定：Ｈ１７年秋
　・総事業費：約１６８億円

　・開館予定　　Ｈ１７年秋 　本体工事を中心に見直しを図り事業費を縮減

 公的個人認証サービ
 ス提供事業

 IT利活用促進事業

 行政情報通信基盤整
 備事業

 情報安全対策の実施

 電子申請促進事業

1 政策Ⅲ



分類 事　業　名 各 部 局 の 要 求 査　　　定　　　後 査 定 の 考 え 方 部 局 名
事業費 概　　　　　要 事業費 概　　　　　要

新規  県民会館暫定駐車場 42,258 ○殿町複合ビルに供するため、土地開発基金で 30,000 ○要求概要のとおり ○事業費精査 環境生活部
 整備事業 　先行取得した用地（旧一畑百貨店・みしまや ［文化振興課］

　跡地）を県民会館の暫定駐車場として整備・
　活用
【スケジュール】
　・Ｈ１６年　８月 ～ 駐車場整備
　・Ｈ１６年１０月 ～ 暫定供用　 約８０台
　　　　　　　　　（ビル完成時 約１００台）

新規  馬潟工業団地周辺ダ 45,000 ○ダイオキシン類を含む底泥除去対策を、松江 45,000 ○要求概要のとおり ○要求どおり 環境生活部
 イオキシン対策事業 　市の河川事業にあわせて実施 ［環境政策課］

【事業内容】
　・全汚泥のうち環境基準値を超える部分(22%)
　　を県対応分とし、事業執行は市に委託して
　　一括施工
　・事業期間(予定)：Ｈ１６～Ｈ１８

新規  宍道湖・中海水質保 22,067 ○平成15年度で終了する宍道湖・中海に係る第 22,067 ○要求概要のとおり ○要求どおり 環境生活部
 全計画策定・進行管 　３期湖沼水質保全計画を総括し、第４期計画 ［環境政策課］
 理事業 　を策定
 （宍道湖・中海に係 【事業内容等】
 る第４期湖沼水質保 　・将来負荷量予測
 全計画の策定） 　・水質予測シミュレーション

　・計画期間　Ｈ１６～Ｈ２０　

 しまねこども環境学 18,019 ○環境保全への理解の深化や意欲の増進を図る 18,019 ○要求概要のとおり ○要求どおり 環境生活部
 習推進事業 　ため、学校や地域における環境学習を推進 ［環境政策課］

【事業内容】
　・環境学習プログラムの作成
　・モデル学校・幼稚園・公民館における環境
　　学習プログラムを活用した取り組み
　・しまねこどもエコクラブの運営

 野生鳥獣保護対策事 102,742 ○野生鳥獣は、自然環境を創り上げている重要 71,110 ○要求概要のとおり ○ツキノワグマの被害防止対策は、有害鳥 農林水産部
 業 　な構成要素であり、永く後世に伝えていくべ 　獣被害対策交付金により地域の実情に応 ［森林整備課］

　き国民共有の財産であるので、保護管理を図 　じた取組みを支援
　るための各種事業を実施
【事業内容】
　①保護管理対策事業の実施 　ただし、クマ被害予防対策は有害鳥獣被害
　　　クマとの共生型地域づくり事業…新規 　対策交付金（別事業）で対応
　②鳥獣保護区の設定
　③保護管理協議会の開催
　④傷病鳥獣救護          他

 ＣＡＬＳ／ＥＣ推進 214,536 ○公共事業に係る入札業務を効率化し、発注者 0 ○再検討 ○費用対効果や運用経費の縮減方策の検証 土  木  部
 事業 　及び受注者のコスト縮減等を図るため、電子 　が必要 ［技術管理室］

　入札システムを構築
【スケジュール】
　Ｈ１５　　　　基本設計
　Ｈ１６～１７　システム開発
　Ｈ１７～　　　一部運用開始　
　

新規  電子決済システム整 23,037 ○県公金の電子納付を実現するための電子決済 7,000 ○インターネットＡＴＭを活用した県公金の電 ○Ｈ１６年度は、調査費のみの計上とし、 出納局
 備事業 　システム整備 　子納付を実現するためのシステム整備 　基本設計及び開発経費は、Ｈ１７年度以 ［会計課］

【事業期間・内容等】 ○Ｈ１６年度は、開発・運用コストの縮減を念 　降に検討
　Ｈ１６　設計・開発 　頭に置いて、効率的な収納管理システムにつ
　Ｈ１７　開発・テスト 　いての調査を実施
　Ｈ１８　運用開始
　インターネットやＡＴＭを利用した納付を実
　現し、県民の利便性を向上。

新規  電子調達システム整 11,202 ○物品の入札資格審査から入札結果の公表等ま 0 ○今後検討課題とする ○一般入札事務のシステム化には、現在各 出納局
 備事業 　での一連の事務を電子化する電子調達システ 　課で対応している入札事務を一元管理・ ［会計課］

　ム整備 　執行する体制が必要
【事業期間・内容等】 ○あわせて、先行事例を十分検証し、開発
　Ｈ１６　設計 　・運用コストの徹底した見直しが必要
　Ｈ１７　開発・テスト
　Ｈ１８　運用開始
　インターネットを利用した資格申請・入札を
　実現し、透明性の確保、競争性の向上、経費
　の節減及び事務の省力化等。

 石見銀山遺跡調査整 164,732 ○石見銀山遺跡の調査を進め、世界遺産登録に 164,723 ○要求概要のとおり ○要求どおり 教育委員会
　向けた準備を推進 ［文化財課］
【事業内容】
　・推薦書作成
　・総合調査
　・保存整備(大田市が行う整備事業への補助)
　・活用整備(サイン整備)
　・情報発信(国際シンポジウムの開催)

 古代文化の郷“出 81,226 ○風土記の丘地内に所在する出雲国府跡などの 80,426 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 教育委員会
 雲”整備事業 　史跡の整備・活用 ［文化財課］

【事業内容】
　・出雲国府跡の発掘調査、国指定史跡山代郷
　　北新造院の土地買い上げなど

 歴史民俗博物館整備 2,415,720 ○本県の古代文化を中心とする歴史文化につい 2,415,720 ○要求概要のとおり ○開館後の維持管理費を極力抑制するため 教育委員会
 事業 　て体系的にわかりやすく展示紹介する施設の 　増収策やコスト縮減方策を抜本的に検討 ［古代文化

　整備及び開館準備等 センター］
①歴史民俗博物館整備事業　　　  2,393,773
　・総事業費：１２６億円
　・事業期間：Ｈ１３～Ｈ１８
②歴史民俗博物館開設準備事業　　　 21,947
　開設準備委員会、資料修復、広報等
　・事業期間：Ｈ１６～Ｈ１８

 古代文化研究センタ 17,645 ○本県の古代文化を中心とする歴史文化につい 14,161 ○要求概要のとおり ○事業費の精査 教育委員会
 ー整備事業 　ての調査研究及び情報発信機能の充実 ［古代文化

【事業内容】 センター］
　・テーマ研究費、嘱託研究員室改修等

 警察行政手続電子化 143,548 ○インターネットを利用して遺失物届等の申請 0 ○再検討 ○費用対効果や運用経費の縮減方策の検証 警察本部
 推進事業 　受付を行うシステムの開発等 　が必要 ［情報管理課］

【スケジュール】
　Ｈ１６  　　システム開発
　Ｈ１７～　　運用開始

 備及び世界遺産登録
 関連事務事業

2 政策Ⅲ


